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6.2 拡散抑制 

(1)効果的な拡散抑制手法の選定 

 薬剤の使用可否や対象範囲によって異なる効果的な拡散抑制手法の選定フローを

図 6.3 に示します。また、各拡散抑制手法の概要および主要な手法の評価について表

6.7～10 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3 拡散抑制手法の選定フロー 

※1 ススキは生長すると 2m を超える大きさとなることから、隣地境界線の越境等

を考慮し植栽する必要があります。 

※2 ススキやゲットウなどの土壌表面を被覆するのが速い植物（多年生草本や低木 

など）が生育していれば、それらを活用した土壌被覆が期待できます。 

薬剤
の使用

フルポキサム9%+メコプ
ロップPカリウム塩14%

混合薬剤 散布

ススキ植栽※1

（苗・種子）

使用する使用を控
える

対象地にススキやゲットウ等の
被覆力が高い植物はあるか※2

いいえはい

ススキ植栽※1

（苗・種子）

高さを抑える必
要はあるか

シマヤマヒハツ
キキョウラン

植栽

いいえはい

植栽等しない

発芽の抜取り

ギンネムの
駆除
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表 6.7 拡散抑制手法の概要 

拡散抑制手法 概要 

①発芽の抜取り 発芽間もない頃であれば、手で抜き取れる。 

②ススキ植栽 ススキを植栽することで、ギンネムの種子発芽、発芽後の生

育を抑制。 

③ フ ル ポ キ サ ム

9%＋メコプロップ

P カリウム塩 14%

混合薬剤散布 

フルポキサム9%＋メコプロップPカリウム塩14%混合剤の

散布によりギンネムの種子発芽、発芽後の生育を抑制。 

④シマヤマヒハツ
あるいはキキョウ
ラン植栽 

シマヤマヒハツあるいはキキョウランを植栽することで、ギ

ンネムの種子発芽、発芽後の生育を抑制し、低い樹高での管

理が可能となる。実証試験結果では、植栽 2 ヶ月後に植被率

が約 100%となった（植被率が高いことで発芽を抑制でき

る）。 

シマヤマヒハツ キキョウラン 
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表 6.8 効果的な拡散抑制手法の評価（薬剤の使用を控える場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.9 効果的な拡散抑制手法の評価（薬剤使用可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.10 効果的な拡散抑制手法の評価（薬剤との併用） 

  

施工時間

資材費

植生への影響
植栽したキキョウランが密に生育していることから、草
類の侵入を妨げている。

植栽したシマヤマヒハツが密に生育していることか
ら、草類の侵入を妨げている。

施工性 重機等は不要のため、施工は容易。 重機等は不要のため、施工は容易。

経済性
1人✕75分/㎡ 1人✕75分/㎡

苗(25本/㎡)：7,500円 苗(25本/㎡)：8,750円

　　　　　　　   　手法
評価項目

在来草本植栽
キキョウラン

在来低木植栽
シマヤマヒハツ

発芽・生育抑制効
果

植栽したキキョウランによる土壌被覆が進むとギンネ
ム種子の発芽抑制が期待できる。

植栽したシマヤマヒハツによる土壌被覆が進むとギ
ンネム種子の発芽抑制が期待できる。

施工時間

資材費

施工後しばらくは薬剤効果によりその他植物の出現を抑えていたが、
現在出現種数、被覆率ともに増加している。

フルポキサム9%＋
メコプロップPカリウム塩14%混合薬剤散布

植生への影響

施工性

29.5円/㎡（2.5ml/㎡）

持続性 施工3ヶ月目で薬剤による効果の低下がみられた。

経済性
1人✕1.0分/㎡

18円/㎡（1.5ml/㎡）

噴霧器による散布のため、施工は容易。

発芽・生育抑制効
果

抑制効果は高い。
発芽個体数、発芽実生高さ、ともに抑制されている。

　　　　　　　   　手法
評価項目

施工時間

資材費

　　　　　　　   　手法
評価項目

在来草本植栽
ススキ

施工性

植生への影響
植栽したススキが密に生育していることから、草類の
侵入を妨げている。

重機等は不要のため、施工は容易。

発芽・生育抑制効
果

抑制効果は高い。
発芽個体数、発芽実生高さ、ともに抑制されている。

持続性 ススキによる土壌被覆が維持されている。

経済性
1人✕75分/㎡

苗(25本/㎡)：2,000円
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(2)代表的なケースごとの拡散抑制手法 

 ギンネム拡散抑制の代表的なケース（範囲や周辺状況）ごとの拡散抑制手法を表

6.11 に示します。本手法は、ギンネムを駆除後の跡地及び伐採等により新たに裸地

が発生する土地を想定しています。ご参考ください。 

 

表 6.11 ケースごとの拡散抑制手法 

№ ケース 防除手法 

1 

小規模（100 ㎡未満）の土地に対

して、ギンネムの発芽や生育を抑

制したい。 

（個人宅及び小規模耕作地の個

人所有者等） 

⚫発芽の抜取り 

  

2 

中規模（1000 ㎡未満）の土地に

対して、周辺環境に配慮しつつギ

ンネムの発芽や生育を抑制した

い。 

（中規模耕作地の個人及び団体

所有者等） 

⚫ススキ植栽 

 

3 

大規模（1000 ㎡以上）の土地に

対して、ギンネムの発芽や生育を

抑制したい。 

（整備維持管理者等） 

⚫フルポキサム 9%＋メコプロップ P カリ

ウム塩 14%混合薬剤散布 

 薬剤散布に加え必要に応じて、シマヤマ

ヒハツ、キキョウランあるいはススキを植

栽する。 
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(3)拡散抑制手法ごとの使用機材及び作業手順 

1)発芽の抜取り 

 発芽した実生（写真 6.1）を手やスコップ等で抜取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6.1 発芽した実生 （左：発芽して間もない。右：発芽して 1 ヶ月程度経過） 
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2)ススキ、シマヤマヒハツ、キキョウラン植栽 

【使用機材】 

 

①複式ショベル（穴掘り用） 

②苗（粗放管理下では苗高 30cm 未満を推奨します） 

 

【作業手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※植栽した植物の植被率がおおむね 100%に達するまで（2 ヶ月程度）に少数ですが

発芽個体が発生する可能性がありますので、適宜抜き取り等により除去することを推

奨します。 
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3)フルポキサム 9%＋メコプロップ P カリウム塩 14%混合薬剤散布 

【使用機材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①噴霧器 

②マスク 

③手袋 

④フルポキサム 9%＋メコプロップ P カリウム塩 14%混合薬剤 

（原液薬量 10ml+希釈水量 990mL）←100 倍希釈 

 実証試験で使用した薬剤は、ウィードチョップ。 

【使用にあたっての留意点】 

 ※薬剤については、農薬取締法に基づき登録された製品を利用してください。 

 ※事前に使用上の注意、農薬登録の内容（適用作物など）をよく読んでください。 

 ※取り扱う際には、手袋をしてください。薬剤が付着した際は、付着部をよく洗っ

てください。 

 ※河川、池、海等の水域の近くでの使用は避けてください。 

  

④ 

① 

② ③ 
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【作業手順】 

梅雨時期を中心とした春季から夏季（4～9 月頃）は効果が低くなる可能性が高い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※薬剤散布のムラが発生することにより、少数ですが発芽個体が発生する可能性があ

りますので、適宜除去することを推奨します。 
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参考)植栽後の薬剤散布 

 ススキ、シマヤマヒハツ及びキキョウランの植栽とフルポキサム 9%＋メコプロッ

プ P カリウム塩 14%混合薬剤散布の組合せにより、薬剤散布による短期的抑制効果

と植栽による長期的抑制効果が期待できます。使用機材については、P.33,34 を参照

ください。 

 

【作業手順】   
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7. 実証試験で使用した薬剤 

 

 本マニュアルを策定するにあたり実施した実証試験で使用した薬剤について、表

7.1 に示します。マニュアル活用にあたり、ご参考ください。 

 

表 7.1 実証試験で使用した薬剤 

用途 成分名 製品名 製造元 購入先 

1.ギンネム

の駆除に使

用する薬剤 

グリホサート系

薬剤 

ラウンドア

ップマック

スロード 

日産化学株式

会社 

ホームセンター等 

2.ギンネム

の拡散抑制

に使用する

薬剤 

フ ル ポ キ サ ム

9%＋メコプロ

ップ P カリウム

塩 14%混合薬

剤 

ウィードチ

ョップ 

丸和バイオケ

ミカル株式会

社 

沖縄県緑化種苗協

同組合 

TEL098-946-0840 
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8.2 日本農薬工業会リーフレット 

 

【農薬はきちんと保管して正しく使いましょう！】 

https://www.jcpa.or.jp/labo/books/pdf/leaf5.pdf 
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【飛散防止のポイント 農薬地上散布の場合】 

https://www.jcpa.or.jp/labo/books/pdf/leaf9.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ギンネム防除対策マニュアル 
 

令和 4 年 3 月 

沖縄県 環境部 環境再生課 

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎 1-2-2 

TEL 098-866-2064 

FAX 098-866-2497 


